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研究成果の概要： 
20 世紀の後半において大きく発展した霊長類社会学の知見と，生態人類学／文化人類学の研究

成果を集結し，ヒト以前の社会から人類社会への進化の筋道について，構造論的な視点から研

究を進め，社会進化のあり得べき姿の抽出と人間性の本質の把握を目指した。2 年間で合計 8
回の共同研究を開催し，3 つの課題， (1) 資源および互酬システムの進化の究明，(2) コミュ

ニケーションおよび相互行為システムの進化の究明，(3) 共同性と規則・制度の進化の究明に

ついて学際的な議論を行い，停滞していた社会進化論の新展開を行った。 
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２．研究の目的 １．研究開始当初の背景 
本研究は，上記のような閉塞的状況を打破し，
世界的にトップレベルにある日本の霊長類社
会学と生態人類学／文化人類学のコラボレー
ションによって人類社会進化論の新展開を図
った。とくに究明すべき課題として (1) 資源
および互酬システムの進化の究明，(2) コミ
ュニケーションおよび相互行為システムの進
化の究明，(3) 共同性と規則・制度の進化の
究明という三つの課題を掲げた。方法論的に
は，ヒト以前と人社会にとの機能的な連関を
探るのではなく，両者の構造論的な連続と非

ヒト以前の社会から現在の人類社会への進
化プロセスの解明は，人間社会の特質を明ら
かにし，人間性の本質を把握する上でも，き
わめてたいせつな課題である。そのためには，
人間社会や進化に関わる諸学問の緊密な連
携が必要なことは言うまでもない。しかしこ
れまで文化人類学は進化の問題を避けてき
ており，また霊長類学は生物学的枠組みにと
どまり，人間の社会進化をめぐる学際的な連
携の試みはきわめて不十分であった。 
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連続を明らかにし，論理的な観点から進化に
ついて考察することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
基本的に個人別の研究を進める一方，共同研
究会方式で個別研究の発表とそれについて
のディスカッションという形で全体の統合
を図った。初年度に 4 回，次年度に 4 回，合
計 8 回の共同研究会を開催し，延べ 25 人が
プレゼンテーションを行ったあと，徹底的な
ディスカッションを行った。各回毎に上記の
研究課題の一つを主たるテーマとして掲げ，
霊長類学，生態人類学，文化人類学の領域か
ら一人ずつ発表を行い，学際的な議論を展開
した。毎回の研究会の記録はテープ起こしを
して文章化し，次回の議論の基盤とした。 
 
４．研究成果 
以下のとおり，合計 8 回の共同研究会を開催
し，発表とディスカッションを行った。 
第１回（2007 年 6 月 9 日）「霊長類と人間社
会の架橋はいかにして可能か？」 
1．寺嶋秀明「方法論としての imaginary 
evolution」 
2．早木仁成「“許す／許さぬ”の複雑性，制
度論への視座，遊びのルール・毛づくろいの
協調，他者への同調」 
第２回（2007 年 7 月 28 日～29 日）「資源お
よび互酬システムの進化の究明」 
１．寺嶋秀明「社会進化」の微分と積分 
２．小松かおり「人間の食の過剰性」 
３．黒田末寿「自然制度という矛盾の中へ」 
４．内堀基光「社会集団はいかなる意味で進
化するか」 
第３回（2008 年 2 月 2 日～ 3 日）「コミュニ
ケーションおよび相互行為システムの進化
の究明」 
１．早木仁成「人間の同調能力，サルの音声・
人の言語，パントフート」 
２．中村美知夫「『接触』という相互行為」 
３．木村大治「現生人類における言語的イン
タラクションの多様性 ─ 熱帯アフリカか
らの二つの事例」 
４．山極寿一「暴力の起源」 
第４回（2008 年 3 月 17 日～ 18 日）「共同
性と規則・制度の進化の究明」 
１．北村光二「チンパンジーの食物分配をど
のように考えればよいのか」 
２．河合香吏「東アフリカ牧畜民 ─ ドドス
とトゥルカナ，レイディング，非構造」 
３．川村清志「“サルと伊谷とエヴァンゲリ
オン”という発表を目指していた過程につい
ての断章」 
第 5 回（2008 年 6 月 14 日～ 15 日）「資源
および互酬システムの進化の究明」 
１．寺嶋秀明「平等性の進化とサルからヒト
への社会進化」 

２．小松かおり「雑食性と多様性をめぐって」 
３．黒田末寿「サルの行動の意図性を読む─
抑制／社会的抑制／自己抑制」 
４．内堀基光「「ヒトに見られる互酬性と交
換」を進化の観点から考える」 
第 6 回（2008 年 3 月 17 日～ 18 日）「コミ
ュニケーションおよび相互行為システムの
進化の究明」 
１．中村美知夫「チンパンジーのメスの社会
性」 
２．木村大治「似たようなものたちが向かい
合う」 
３．川村清志「芸する身体 ─大蔵谷獅子舞
のフィールドワークから」 
第 7 回（2008 年 3 月 17 日～ 18 日）「共同
性と規則・制度の進化の究明」 
１．河合香吏「共同性と規則・制度の進化の
究明」 
２．北村光二「「表象」とはなにか」 
３．寺嶋秀明「霊長類から人への社会進化と
「性」の問題，および相称的行動について」 
第 8 回（2009 年 2 月 28 日～ 1 日）「平等性
と社会進化」 
１．山極寿一「ゴリラの単雄群と複雄群に見
られる対等性と社会の可塑性」 
２．鈴木滋 「不平等原則再考─マカク属の
サルの社会構造の安定性」 
以下，その成果の概要である。 
(1) 霊長類から人への社会進化における全体
を通した方法論については，これまでの社会
進化論の欠陥と限界を認識した上で，機能的
連続性を求めるような議論ではなく，論理的
連続性を基盤とした進化の見方が必要なこ
とが確認された。その一つとして，霊長類と
人に共通する社会的問題について，その対応
において一方が過剰でもう一方が過少とい
うような対比がある場合には，その連続性と
不連続について徹底的な解析を行い（微分），
その不連続を埋めるようなイマジナリーな
進化を構築する（積分）という方法論を提出
した。 
(2)「資源および互酬システムの進化の究明」
については，社会における「資源」のあり方
と互酬／交換システムの根源的関係につい
て議論を展開し，交換における時間と価値と
の変換関係や，平等性を軸とした社会進化の
動因などについて議論を深めた。 
(3) 「コミュニケーションおよび相互行為シ
ステムの進化の究明」では，言語を中心とし
たコミュニケーションの他に，接触によるコ
ミュニケーション，身体動作によるコミュニ
ケーション，相互作用の理解可能性などを検
討し，同調能力や他者理解という根源的能力
の進化について議論を深めた。 
(4) 「共同性と規則・制度の進化の究明」で
は，食物分配をめぐる規則的行動の進化や，
霊長類と人間社会をつなぐ自然制度のなど



について検討し，霊長類社会と人類社会にお
ける「社会性 sociality」 の基盤の問い直し
を行った。 
 現在，以下の諸論考を含む報告書をまとめ
ているところである。 
寺嶋秀明「共存戦略と社会性（個と群れとの
関係）の進化について」 
内堀基光「互酬性と交換―進化を視野に入れ
た試論」 
黒田末寿「『人間平等起源』における平等原
則の系譜」 
山極寿一「ゴリラの単雄群と複雄群に見られ
る対等性と社会の可塑性」 
北村光二「循環的決定過程と自己言及的活
動」 
木村大治 「似たようなものたちが向かい合
う」 
小松かおり「人間の食の過剰性」 
川村清志「民族芸能の習得と実演における言
葉と身体，そして意識についての断章」 
中村美知夫「『接触』という相互行為―原初
的対称性から考える社会性の進化」 
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